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また、母親のばく露によっても子供への影響があります。例えば母親の肥満というの
は、卵母細胞の成熟に影響を与えますし、胎児の代謝にも影響を及ぼします。
また、父親のストレスと同じように、妊娠前の母親にストレスがあったり、母親が不安

であったりした場合には、子供の行動異常がみられるということです。
また、母親が喫煙者であって、妊娠前に喫煙していた場合には、先天性心疾患のリ

スク増加があるという関連性が認められました。
また、Buck LouisのNIH双生児によりますと、母親と父親が妊娠前に残留性有機汚染

物質のばく露にさらされますと、低出生体重児が生まれると言われています。
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そして実験データがあります。これが疫学試験を裏付けるということになります。肥満
型の母動物の卵を採取して、やせ型の母動物に入れた場合どうなるのかということで
す。つまり、キャリアとして、卵を植えつけた相手先の親はやせている。しかし、もともと
の遺伝子のほうはこのように肥満がある。そうすると、活性酸素種が多い。そしてグル
タチオンの問題もある。そうしますと、受精したときにもより多くの問題を引き起こすとい
うことになります。
これは肥満を起こす。子宮内での発育が遅延する。グルコース不耐性が起きる。また、

仔動物における循環器の疾患につながると言われています。
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つまり、妊娠中あるいは妊娠前におけるばく露は、環境において、あるいは食事とか
水における汚染が摂取されるということだけではなく、例えば化粧品、洗剤、殺虫剤、
電子機材中の化学物質、処方薬、そしてストレス、これらはすべてばく露原因となり得
るわけです
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体内の負荷というのは、天然ではない、さまざまな合成化学物質が問題となります。
米国において私どもが２年に１度実施している調査では、結果として、臍帯血中に287

を超える化学物質が見つかっています。生まれる前に胎児はこれらの化学物質にさら
されているということになります。調査した妊娠女性全員で47種類を超える化学物質が
見つかっています。分析手段がない化学物質であっても実際には存在していることも
念頭に置く必要があります。
血液を通じて子宮内ばく露しているだけではありません。母乳にも様々な学物質が含

まれている。PCB、ダイオキシン、水銀、ペルフロオロ化合物、難燃剤、殺虫剤などが
含まれています。子供を母乳で育てるのはよくないと言っているつもりはありません。
母乳はいろいろな意味でいいんです。できればこのような汚染物質が混入していない
母乳を授乳できればということです。
アメリカの連邦防疫センター（CDC）においても検査がされています。他の海外データ

もありますが、ビスフェノールＡは偏在的な化学物質でありまして、様々なビニールなど
に含まれておりますが、検査対象者の93％で検出されている。フタル酸エステルもほと
んどの人で検出されている。ペルフルオロ化合物も90％以上の人に、また、歯磨剤、マ
ウスウォッシュとか石けんなどに含まれているポリブロモジフェニルエーテルは100％で
検出されている。また、トリクロサンは80％、PCBは100％、で検出されています。
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健康影響としては、がんになったり、生殖機能への影響、免疫機能への影響、あるい
は代謝異常が起きるということになります。免疫機能への影響、免疫抑制があったり、
また免疫が過剰に活性化されてアレルギー反応を起こしたり、あるいは自己免疫疾患
を引き起こしたりもします。糖尿病のような代謝疾患が起きる。また、脳の発達障害を
引き起こしてしまう。行動上の異常が起きてしまう。また、心臓の発達が異常になってし
まうということもあります。そして循環器の疾患に至る。また、経代遺伝していくという影
響があります。つまり、２代前のところから孫に至るまで経代遺伝がされていくというこ
とです。そして、ひ孫の代に至るまでそのばく露影響が遺伝していくということです。
いくつかの例をみていきましょう。


